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［５］“Das Selbstbestimmungsrecht”, Seite 40ffを参照。







太 田 仁 樹２６２
－８２－
［９］これらの制度を個々に描写することはこの研究の課題ではない。正確に研究したい者は Bernatzikの典拠を見よ。
［１０］民族的闘争が過熱している州であるメーレンでは，帝国議会の選挙で直ちに基礎づけられた１９０６年の州憲法による
個人的自治の実施後に，ドイツ人とチェコ人との間の民族的闘争はほとんどなくなった。
［１１］実際上も法的にもほとんど未解決のロマの問題を考えてみよ。合衆国への移民は，どのヨーロッパの大民族も数百
万を出しているが，早くも上陸に際して，あるいはその拡散の結果として，すでにわずかの年月のうちに民族意識を
脱ぎ捨てる。それらは完成した民族的マイノリティの権利の可能な基体ではない。少なくとも今日までは。
［１２］旧オーストリアでは，そのために少なくとも就学義務のある４０人の子どもが持続的にいることが必要であった。そ
れ自体は非常に低いこの限界は，旧オーストリアがいかに度量の大きい慎重さで，最後まで民族的マイノリティを保
護していたかを示している。
２６３『民族：神話と現実』 
－８３－
